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お客様の信頼をあらゆる事業活動の原点におき、「安心と安全」の提供
を通じて、豊かで快適な社会生活と経済の発展に貢献します。
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当社が地域脱炭素に取組む背景・想い
東京海上日動の経営理念

GXをテーマに地域発のビジネス創造に取組み、豊かで快適な地域社会生
活と地域経済の発展に貢献する。

各地域のGXにおける経営理念の実践は・・・

地域脱炭素の貢献となり、
国の政策の社会実装に繋がっていく

GX×地域×経営理念



  

3

脱炭素領域での目指す姿

お客様が展開する“グリーンビジネスの促進”、“カーボンニュートラ
ル経営・地域脱炭素における課題解決”のお役に⽴つことにより、
お客様が発展し、社会が豊かになり、（結果として）当社も成⻑
している。

”お客様の持続的な発展”
“サステナブルで豊かな社会への貢献“

を実現するエコシステムの構築をお支えする
組織能⼒を磨いていきたい
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脱炭素領域取組みの概要

カーボンニュートラル支援 グリーンビジネス促進

再生可能エネルギーやクリーン燃料に関連す
る事業者

保険やリスクアドバイザリーサービスの開発・提
供を通じて、クリーンエネルギーの安定供給等
を支援（主にエネルギーの供給サイド）

＜提供先のイメージ＞

＜当社貢献領域＞

太陽光
洋上風⼒

陸上風⼒
CCUS

カーボン
クレジット

＜提供先のイメージ＞

⼤企業、中堅・中⼩企業、⾦融機関
⾃治体、商⼯団体、地域有⼒企業 等

＜当社貢献領域＞
保険に留まらない“ソリューション”の開発・提
供を通じて、企業や地域のカーボンニュートラ
ル経営戦略/政策の策定・実⾏を支援（主
にエネルギーの需要サイド）

TCFD
開示支援

サステナ・ESG
経営支援
コンサル

GHG排出量
算定支援

再エネ導入・
カーボンクレジット

購入支援

地域コンソーシアム事務局運営

本⽇は⻑野県での具体事例をご紹介



東京海上日動火災保険株式会社

長野支店

2025年5月29日

GX・地域脱炭素推進による長野県の地域の価値＆企業の価値向上を支援する
東京海上日動 長野支店の取り組みのご報告



パーパス

お客様や社会の“いつも”を支え、“いざ”をお守りする

東京海上日動 長野支店 の社会課題＆経営課題解決の取組

✓ 長野県の地域の価値・企業の価値向上を支援する脱炭素・GX推進

✓ 海外を起点とした「信州ブランド」価値向上支援      (海外輸出支援）

✓ 大規模自然災害 および 新たなリスク （サイバーリスク・感染症リスク）に

備えるBCP策定支援

✓ 「除雪支援システム」による除雪車の自動運転実証実験実施等、社会課題解決支援
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長野地域脱炭素実現推進協議会 設立（2023年8月29日）

長野地域脱炭素実現推進協議会
参画企業・団体数

５０社
（団体含む）

C O 2排出量可視化実施企業

２３社

東京海上日動 長野支店は長野地域脱炭素実現推進協議会が主催するセミナー・ワークショップ含む企画立案・運営 /  会員企業個社ごとのGX推進に関する対話・
支援のための情報提供等の役割を担っております。

2023年8月29日時点 長野地域脱炭素実現推進協議会 設立総会でのメッセージ
• 「脱炭素・カーボンニュートラル・ゼロカーボン」の実現は、自治体主導や企業だけの努力により達成できるものではなく、自治体・企業・住民が一体となって連携することで実現できるものと考えています。本プロジェクトは、まずは自治体と

企業が連携し、地域（長野市）および企業の価値の向上を目指す社会課題を解決する取組となります。
• 本プロジェクトにより、長野市域由来の地産地消の熱エネルギー活用（モノの循環）・ 「長野地域脱炭素実現推進協議会」を構築することで将来のCO2排出量を削減（コトの循環）・イノベーション創出による人口増加
（ヒトの循環）・ゼロカーボンによる企業・地域価値の向上（おカネの循環）に繋げていくことで2030年サーキュラーシティNAGANO実現にも貢献したいと考えています。

NAGANOスマートコミッション 令和5年度実証プロジェクト
「CO2排出量見える化と脱炭素推進」

長野地域脱炭素実現推進協議会
設立
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長野地域脱炭素推進BOARDが事務局・推進役を担います

長野地域脱炭素実現推進協議会
脱炭素経営を推進する企業にて協議会を構築し

地域脱炭素推進を行います

プロジェクトが目指すもの
G o a l s o f  t h e  p r o j e c t

地域脱炭素推進による長野市の価値向上＆企業の価値向上

CO２を排出しない
脱炭素・低炭素への

イノベーション創出
ビジネスモデル転換

CO２排出量削減目標設定
具体的削減へのフェイズ移行

✓Scope３  CO2排出量実態把握へのチャレンジ検討
✓長野市地域由来の地下水熱・地中熱技術等による

CO2排出量削減検討

CO2排出量の実態把握
✓CO2排出量可視化クラウドサービス提供による

CO2排出量可視化／Scope１・Scope2対象 (最大50社）
✓脱炭素経営に関するセミナー開催・普及啓発・情報提供
✓長野市地域由来の「地中熱」「地下水熱」利用可能性のご紹介

2023年度実証プログラム 2024年度以降の展開イメージ

CO2排出量可視化クラウドサービスについては
以下の2社の企業のサービスよりご選択を頂いております。

・ CO2排出量実態把握対象 ： Scope１ ・ Scope２

長野地域脱炭素実現推進協議会でのプロジェクトが目指すもの（2023年8月発表時）

自治体・企業・経済団体向けご説明資料
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長野市企画政策部に て長野地域脱炭素推進 B O A R D の取組 を
特集頂 き 、 長野市の H P上でご紹介頂い て お り ま す 。 な お 、当該

特集記事を作成頂い た制作会社は
令和 6年度の 「 地域 ぐ る み で の脱炭素
経営支援体制構築 モ デ ル事業 」 に て 、
“ G X 推進 モ デ ル企業輩出プ ロ グ ラ ム “
に 応募下 さ っ た 広告制作会社
でご ざ い ま し た 。 脱炭素経営支援を
通 じ て 、 既 に広告制作業に お い て も
G X に チ ャ レ ン ジ さ れ て い ま す 。

長野市 HPでの「長野地域脱炭素実現推進協議会の紹介」（2025年5月公開）

https://www.city.nagano.nagano.jp/n041000/contents/p006182.html

長野市HP 【長野地域連携中枢都市圏】
未来へつなぐ ながのSDGs information より一部掲載

https://www.city.nagano.nagano.jp/n041000/contents/p006182.html
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省エネ手法

地中熱利用

GHGプロトコル
Scope３実態把握

SBT・中小企業版SBT認証

気候変動対応型
水災リスク診断

太陽光発電

気候変動リスク
（移行リスク・物理的リスク）
の定量評価

気候変動に関する開示内容についての虚偽および未開示、“グリー
ンウオッシング”`の事象が発生した場合の対策

具体的な
CO2削減方法

脱炭素
取り組みの
発信の仕方

Scope３の
排出量の
実態把握

カーボンニュートラル実現に向けて感じている課題、悩みについて 長野地域脱炭素実現推進協議会を通じて、
知りたいこと・関心のあるテーマ

カーボンニュートラル実現に向けて感じている課題については、「具体的なCO2削減方法」が最も多く、「脱炭素取り組みの発信の仕方」、
「Scope３の排出量の実態把握」という結果でございました。先行してScope1・Scope２のCO2排出量を算出している企業においては、
Scope３の実態把握において懸念を感じているコメントがございました。特徴的であったのは、脱炭素経営の重要性が経営陣と社内の各部門に
おいて醸成できていないという懸念と脱炭素推進を行う人材不足に関する不安に関するコメントが多くございました。関心のあるテーマの中には、
“若い世代の意識や現在のゼロカーボンに関する大学・高校の教育の現状についても知りたい”というコメントも複数ございました。

（アンケート結果 2023年8月29日実施）

長野市の企業における脱炭素推進における課題、関心のあるテーマ

カーボンクレジット

・設立総会・説明会参加企業71 社 アンケート回答企業数50 社(事務局企業除く)/参加企業71 社はあくまでも設立総会・説明会への参加企業であり、長野地域脱炭素実現推進協議会参画企業ではない。
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上場非上場／グローバルな取引の有無／売上高規模の大小 に関係なく、
すべての企業において脱炭素経営に取り組むことは企業価値を向上させる。

大学生・高校生などの若者は、「SDGｓ」「脱炭素」「エシカル」などの社会課題解決への意識も
高く、実際の教育もそのようなテーマに沿って考える機会が従来と比較して圧倒的に増えている。

企業における脱炭素経営推進のため各部門における業務へのビルトインと
その脱炭素推進人材輩出が必要となっている。（生産・販売・人事部門etc)

CO2排出量、気候変動リスクやそれに伴う取り組み・各種情報開示が企業価値を
向上していくことに繋がる。

カーボンニュートラル実現がゴールではなく、その実現に向けて新しいビジネス創出が創出される。

GXを通じた災害時の再生エネルギー活用による復旧のための電源・電力確保が重要。
（真のレジリエンスの実現）

行政と一体となった地域価値＆企業価値に繋がる取り組み発信およびデータ連携の重要性が
増している。

上場非上場、事業規模に関わらず企業がESG・GX・脱炭素に取り組むことは、企業価値向上に繋がります。それゆえ、金融機関およびESG投資家は、

より非財務情報の開示を重要視しています。新しい企業価値は、 「財務情報＋非財務情報の開示」によって成り立つものであり、脱炭素推進の

取り組みは新たなイノベーション・新たなビジネスモデルを創り、売上高向上・生産性向上・従業員満足度向上・採用増加の具体的価値に繋がります。

全ての企業において企業価値が向上する

SDGs、脱炭素等の教育機会が増えている

社内において脱炭素推進人材の輩出の必要性

脱炭素推進取り組み発信が価値の向上に繋がる

新たなビジネス創出の機会となる脱炭素

災害時のエネルギーの確保・復旧・活用が重要

企業価値＆地域価値向上のための「データ連携」

脱炭素・GX実現がもたらす具体的・直接的な企業価値とは？
「脱炭素・GX実現がもたらす 具体的・直接的な企業＆地域価値向上への期待」セミナーでのポイント（2023年度の振り返り）

会員企業・自治体・経済団体向けご説明資料
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・海外との取引のある大企業でもなく
上場企業でもない 企業に
本当に脱炭素経営は必要なのだろうか？

・得られる「企業価値向上」とは具体的に
どのようなものなのだろうか？

・脱炭素推進の優先順位が社内で
上がらない。

・経営企画部門のような「一部の部門」
だけが脱炭素に取り組んでいるのみで
多くの部門・従業員は関与していない

・今の学生・就活生は本当に「脱炭素・
ゼロカーボン」「SDGs」というテーマに
関心があるのだろうか？

事業規模関係なく、
すべての企業にメリットあり

企業価値向上＝売上高向上、収益性向上、ウェルビーイング、
採用増、イノベーション創出、ビジネスモデル変革

組織活性化、女性の活躍推進、etc.

大学生までの「SDGs」「脱炭素」等の
教育機会が増え、採用に好影響を与える

の

2024年度の重点取組として設定

「採用力強化」 ・ 「GX推進モデル企業輩出」

• 経営戦略としての「脱炭素推進」が
採用に好影響をもたらす
企業価値向上セミナー・ワークショップの開催

• 「GX推進モデル企業輩出プログラム」の展開

2023年 取組推進前の課題
長野地域脱炭素実現推進協議会 設立前の課題 2023年7月当時

2023年度 取組終了時の課題
長野地域脱炭素実現推進協議会 1年度目終了時の課題2024年3月当時

長野地域脱炭素実現推進協議会

2023年度取組終了時 ： 「次のステージに進んだ」ことで分かった次の課題
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2024年度は

• 人事採用責任者向けセミナー・ワークショップ
• GX推進モデル企業輩出プログラム を重点取組専門プログラムとして展開致しました。

脱炭素経営推進を

経営課題解決
のための「経営戦略」と位置づけ、
“採用”・ “モデル企業輩出”
にフォーカスして取り組みを展開

具体的な
企業価値向上

脱炭素経営

２つの
重点取組専門プログラム

最終的な
ゴール

②GX推進モデル企業
輩出プログラム
個社に経営課題ヒアリングと

脱炭素を通じた打ち手の提案を通じて
脱炭素経営のモデル企業創出に向けたチャレンジ

①人事採用責任者向け
セミナー・ワークショップ

“学生の立場”から
脱炭素経営推進がどのような

好影響をもたらすのかを考える機会

長野市の
地域価値向上

今年度フォーカス

就職先としての
魅力向上による

採用増

売上高向上
コスト削減

人的資本経営

長野市の
企業価値向上

＆

令和6年度の「地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制構築モデル事業」通じた

「長野地域脱炭素実現推進協議会」の2024年度 重点取組
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学生が考える「良い企業」「良い地域」
を通じて “教育”“価値観”を知ることで

脱炭素経営推進による 採用力強化 を
考える機会としました。

Day1

内容 登壇者・主な参加者

• カーボンニュートラルの基礎
• 脱炭素を採用に結び付けた好事例

• 協議会・BCG
• 雲南市・雪ヶ谷化学工業

Day2 • 学生アンケートの紹介
• 脱炭素×就職先のパネルディスカッション

• BCG

• 大学生（信州大学、
長野県立大学、東京大学院）

Day3 • 脱炭素×発信のグループディスカッション • 大学生
（信州大学、長野県立大学、
長野高専）

経営戦略としての「脱炭素推進」が採用に好影響をもたらす
企業価値向上セミナー・ワークショップ
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事前に実施した “地方在住 高校生/全国 大学3年生・4年生を対象とした「企業の脱炭素取組み」に関するアンケート“をご覧になった
企業の「人事採用責任者」においては、アンケート結果について、懐疑的に捉える方も多くいらっしゃいました。

そこで、ワークショップに参加した学生にもアンケート結果ご覧いただき、脱炭素推進のどのような側面を企業選択時に考えるのか
率直な学生の声を聞いてみました。

学生コメント/原文通り

どのような企業が就活で気になるか

環境や地域への貢献を謳っており、実際に
インパクトを与えていれば自分の自己肯定感も
充たされて良いと考えている

給料や働きがい、組織風土など様々な検討要素
の1つとして環境への取組みがあり、絞っていく段階
でカーボンニュートラルを行っているかは大事な要素

給料や働きがいがあった上で、環境への取組みを
していたが方が、自分もチャレンジできる余地がある
のでは、と感じて良い

早期離職を防止するには

環境に共感して入ったのに、環境系のことがで
きなかった・意味がないといった辞める人も多い

どのような背景で環境への取組みをしているのか、
経営理念とどうマッチしているのか、
といったストーリーが見えると
信頼度が上がり良い会社だと感じる

定量的なものより定性的なものが重要。
上司との人間関係や、私生活含めた日々の
生活がしんどくなくできるかは重要

環境から彷彿とされるイメージ

環境を気にする人は余裕があり、
利他的な人が多いイメージがある

自分が何をしたら良いか不明確な状態が一番
つらい。環境に注力していれば指標が明確で、
さらにそれが給与に紐づいていれば尚良い

何かを「しなければいけない」ことが続く環境や
自由に何かができない環境は精神的に摩耗
するが、環境に注力する企業は余白が多く、
心理的安全性が高い印象がある

雑談できる人間関係と成長環境のバランスが
重要

経営戦略としての「脱炭素推進」が採用に好影響をもたらす
企業価値向上セミナー・ワークショップに参加した 学生に“本音”を聞いてみました



• 相談役、会長、社長同席での役員・従業員向けGXセミナー
• 脱炭素経営の重要性と同社が持つ脱炭素ソリューション
「地中熱・地下水熱利用」の価値と可能性をお伝えさせて
頂きました。

• 協同組合向け（小さなサプライチェーン）のGXセミナー。
• 協同組合の会長を務める企業の社長同席の下、“小さなサプライチェーン“として具体的に
どのようなことから始めることが できるのかについてもディスカッションを行いました。

• 長野県商工会議所 議員総会（長野市の
議員企業の社長・会長のみが参加）にて
「長野地域脱炭素実現推進協議会」
事務局の立場として環境省・地域ぐるみ
での脱炭素支援体制構築事業の
取組報告を行いました。

企業の役員様・従業員様向けのGXセミナーにて脱炭素経営の重要性をお伝えしております

脱炭素経営が推進され始めると “脱炭素推進の重要性が経営企画ラインのみの理解に留まり、多くの従業員に理解が浸透しないということが起こります。
それゆえ、経営戦略遂行のための脱炭素経営浸透に至らないという課題が発生することが分かりました。
本課題を解決するために当社 長野支店メンバーが講師役を務め、企業の役員様・従業員様向けに脱炭素経営の重要性をお伝えする支援を行っております。
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• 長野県飯田市にて、飯田市・飯田商工会議所・
飯田信金と連携したGXセミナーを開催。

• 「人材採用」「人材育成」をテーマに同一参加者
での2回のセミナーを行いました。
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• 長野県では、地域経済活性化及び脱炭素推進を目的とした長野県由来のカーボンクレジットを活用による地域還元モデル
【わがまちカーボンクレジットNAGANOプロジェクト】がスタート。（2025年5月27日 長野県庁にてプロジェクト推進企業での共同記者会見開催）

• ― 県民参加型の脱炭素プロジェクトが、共創と創造の力で長野を元気にする ― というテーマにて、東京海上日動 長野支店がプロジェクト推進企業
となり、2025年6月5日よりサービス開始致します。

地域経済活性化及び脱炭素推進を目的とした長野県由来のカーボンクレジットを活用した

地域還元モデル 「わがまちカーボンクレジットNAGANOプロジェクト」
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地域経済活性化及び脱炭素推進を目的とした長野県由来のカーボンクレジットを活用した

地域還元モデル 「わがまちカーボンクレジットNAGANOプロジェクト」



お客様や社会の
“いつも”を支え、
“いざ”をお守りする。
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